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総
合
不
動
産
の
新
社
長

花
岡
専
務
が
昇
格

総
合
不
動
産
�株

（
東
広
島
市
西

条
上
市
町
五
―

五
）
は
２
月
２９
日
付
で
、
創
業
者
の
花
岡

稔
社
長
が
取
締
役
相
談
役
に
、
花
岡
徹
専

務
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
。

新
社
長
は
昭
和
３６
年
１０
月
８
日
生
ま
れ
、

広
島
市
佐
伯
区
出
身
。
広
島
工
業
大
学
工

学
部
機
械
工
学
科
卒
。日
立
機
械
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
勤
務
を
経
て
、１
９
９
５

年
総
合
不
動
産
に
入
社
。
２
０
０
４
年
３

月
か
ら
専
務
を
務
め
て
い
た
。

栃
木
屋
、
か
き
醤
油
の

豆

菓

子

を

発

売

豆
菓
子
製
造
販

売
の
�有
栃
木
屋

（
南
区
東
荒
神

町
四
―
七
、
仁
平
仁
社
長
）
は
、
広
島
産

カ
キ
の
エ
キ
ス
を
使
っ
た
醤
油
味
の
豆
菓

子
「
か
き
醤
油
豆
」
を
発
売
し
た
。
山
栄

水
産
（
南
区
）
の
か
き
エ
キ
ス
と
ユ
ー
メ

ン
醤
油
（
安
佐
北
区
）
の
本
仕
込
み
醤
油

を
ブ
レ
ン
ド
し
、
豆
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
生
地
に
配
合
。コ
ク
が
あ
り
香
ば
し
く
、

あ
っ
さ
り
と
し
た
味
に
仕
上
げ
た
。豆
は
、

従
来
の
中
国
産
落
花
生
で
は
な
く
、
南
ア

フ
リ
カ
産
を
使
用
。
一
〇
〇
㌘
入
り
二
二

〇
円
。
樽
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
入
り
五

〇
〇
円
。
イ
チ
ゴ
や
人
参
パ
ウ
ダ
ー
を
使

っ
た
ミ
ル
ク
風
味
の
豆
菓
子
も
発
売
。

ベ
ッ
セ
ル
系
３
ホ
テ
ル

Ａ
Ｅ
Ｄ
器
具
を
導
入

ホ
テ
ル
な
ど
経

営
の
�株
ベ
ッ
セ

ル
（
福
山
市
、

澁
谷
誠
社
長
）
と
グ
ル
ー
プ
で
宿
泊
特
化

型
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る
�株
ベ

ッ
セ
ル
ホ
テ
ル
開
発
（
同
市
、
社
長
同
）

は
、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
と

キ
ャ
ッ
ス
ル
イ
ン
福
山
、
ス
リ
ー
プ
イ
ン

福
山
の
三
ホ
テ
ル
に
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
る
救
命
器
具
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
し
た
。
フ
ロ

ン
ト
に
置
き
、救
命
講
習
を
受
け
た
ス
タ
ッ

フ
が
操
作
指
導
に
当
た
る
。今
後
、ス
リ
ー

プ
イ
ン
東
広
島
な
ど
に
も
導
入
を
予
定
。

共
栄
経
営
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

経
営
コ
ン
サ
ル

の
�株
共
栄
経
営

セ
ン
タ
ー
（
河

野
隆
社
長
）は
、セ
ミ
ナ
ー「
事
業
承
継
を
成

功
さ
せ
る
方
法
」
を
５
月
１４
日
午
後
１
時

半
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。

こ
れ
ま
で
Ｍ
＆
Ａ
が
中
心
だ
っ
た
内
容

を
、
経
営
者
の
子
息
や
幹
部
役
員
へ
の
事

業
承
継
ま
で
広
げ
た
。相
続
税
の
基
本
や
、

後
継
者
の
選
び
方
、
教
育
、
経
営
体
制
の

構
築
、
Ｍ
＆
Ａ
を
解
説
。
無
料
。
�電
二
二

八
―
五
四
四
一
。
３
月
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を

録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
の
販
売
も
始
め
た
。
レ
ジ

ュ
メ
付
き
の
二
枚
組
で
価
格
五
〇
〇
〇
円
。

小
冊
子
「
ご
子
息
に
ト
ラ
ブ
ル
な
く
事
業

承
継
す
る
方
法
」
も
発
行
し
、
無
料
で
配

布
し
て
い
る
。

▽
早
稲
田
大
学
広
島
稲
門
会
（
長
沼
毅
会

長
）
は
、
４
月
２５
日
午
後
６
時
か
ら
第
２３

回
総
会
・
懇
親
会
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
で
開
く
。
総
会
後
の
記

念
ス
ピ
ー
チ
を
田
内
秀
明
早
大
常
任
理
事

と
中
村
克
洋
広
島
経
済
大
教
授
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
行
う
。
会
費
一
万

円（
う
ち
二
〇
〇
〇
円
は
年
会
費
）。
当
日

受
け
付
け
可
。

麻
し
ん
は
い
ま

や
子
供
だ
け
の
病

気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
立
感
染
症

研
究
所
に
よ
る
と

全
国
の
は
し
か
患
者
の
報
告
数
が
今
年
に

入
っ
て
南
関
東
を
中
心
に
流
行
の
兆
し
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

年
齢
別
で
は
一
〇
代
の
若
者
に
よ
る
感

染
が
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、

感
染
者
の
半
数
以
上
が
過
去
に
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
歴
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

通
常
は
一
度
流
行
す
る
と
数
年
は
流
行
し

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
昨
年
と
流

行
パ
タ
ー
ン
が
似
て
お
り
新
入
学
、
就
職

で
人
の
移
動
が
活
発
に
な
る
時
期
に
流
行

が
再
燃
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
理
由
と
し

て
は
一
〇
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
麻
し
ん

に
か
か
り
や
す
い
集
団
の
存
在
が
あ
り
ま

す
。
実
際
昨
年
度
は
こ
の
集
団
を
中
心
と

す
る
流
行
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
集
団
は

昭
和
５２
年
よ
り
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
た

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
低
い
こ
と
や
、

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
そ
も
そ
も
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
麻
し
ん
を
な
く
す
た
め

に
は
予
防
接
種
率
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

入
学
、
入
社
時
の
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
効
果
検
証
が
必
要
で
、
未
接
種
者
や
効

果
不
十
分
者
を
含
め
た
方
に
は
再
接
種
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

感
染
形
式
は
空
気
感
染
で
、
感
染
力
は

き
わ
め
て
強
く
、
免
疫
が
な
い
人
が
感
染

す
る
と
大
多
数
が
発
症
し
ま
す
。
大
人
で

は
一
人
が
一
五
ー
二
〇
人
感
染
さ
れ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
症
状
は
感
染
約
一

〇
日
後
よ
り
三
八
度
の
発
熱
や
風
邪
症
状

を
認
め
、
そ
の
後
二
ー
三
日
症
状
が
続
い

た
後
に
高
熱
を
と
も
な
う
全
身
性
発
疹
を

認
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中
に
は
咳
、

目
の
充
血
症
状
な
ど
の
粘
膜
症
状
や
罹
患

す
る
と
免
疫
低
下
も
来
し
ま
す
の
で
、
肺

炎
、
中
耳
炎
な
ど
の
合
併
症
や
脳
炎
も
発

症
す
る
こ
と
が
あ
る
厳
し
い
疾
病
で
す
。

麻
し
ん
の
根
本
的
な
治
療
法
は
な
く
、

対
症
療
法
の
み
で
す
。
こ
の
た
め
麻
し
ん

に
か
か
り
に
く
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
麻

し
ん
は
大
人
が
な
る
と
厳
し
い
だ
け
で
な

く
、
活
動
範
囲
も
広

く
感
染
を
拡
大
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

新
人
が
入
社
さ
れ
て

い
る
時
期
で
す
の
で

会
社
内
で
流
行
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
ご

用
心
！

成
人
麻
し
ん
に
ご
用
心
！

医
療
法
人
牛
尾
内
科
医
院
院
長

広
島
市
医
師
会
理
事

牛
尾

剛
士

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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